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 学ぶこと、働くこと、生きることは、つながっている！ 

 ６月２７日（水）からから２８日（木）の２日間、太宰府中の２年生が『職場体験』にチャレンジしました。２日

間という短い時間ではありましたが、自分自身の五感を通して『働く』ことに対して多くの気づきや学びがあっ

たのではないでしょうか？働くことの喜びや苦労、そして働くことの意義などをこの２日間で、ほんの少しでも

学ぶことが出来たのならば、この２日間は大変価値ある学習になったと思います。そして、大切なことは、こ

の２日間の学びを今日からの自分の生活に生かすことだと信じています。働くって、きっと楽しいことよりも苦

労の方が断然多いのではないでしょうか？ 

 ある本に、仕事を楽しくする方法が４つ述べられていました。①『夢中になって仕事に取り組む』、②『スキ

ルや能力を上げ、出来る仕事を増やす』③『成果が出るまでやり続ける』④『職場や取引先の人と良好な人

間関係を築く』。この４つは、誰もが簡単にできる事ではありません。でも、きっとこの４つを目指して仕事をす

れば、自分の仕事が楽しくなっていくような気がします。 

そして、何よりも、この４つのことは、あなたたちの毎日の学び（学習・学校生活・部活動等）を楽しくすることに

もつながっているのではないでしょうか？夢中になって授業に取り組む、部活動の技能を向上させ試合に勝

つ、良い結果が出るまで継続して努力する、友だちとの良好な関係を築く・・、まさに仕事を楽しくする４つの

方法は、あなたたちが毎日行っている学ぶことを楽しくすることにもつながっていると思うのです。 

また、この４つの方法は、私たちが人間として生きていく上でも大切にしなければならない事だと思うのです。

ということは、『学ぶこと』、『働くこと』、『生きること』で大切にしなければならないことは、どれも共通している

のではないかと思うのです。『学ぶこと』も『働くこと』も『生きること』は、それぞれ方法は違っていても、しっかり

つながっているのではないでしょうか？ 

つまり、今の中学校生活をしっかり楽しむことが出来る人は、きっと働く楽しさも実感出来るはずだし、何よりも

楽しい生き方が出来ると思うのです。もしも、『学校（学ぶこと）は、楽しくない！』と考えている人がいるなら

ば、仕事を楽しくする方法の一つでもよいから、自分自身を変える目標に定めながら行動してはどうでしょう

か？いよいよ夏休みが近づいて来ました。今こそ、４月からの自分自身をありのままに振り返り、成長の足跡

をみつめてほしいと思うのです。そして、もし、自分自身に不足している部分があるのならば、この仕事を楽し

くする４つの方法をヒントにして、自分自身を変えるための小さな一歩を踏み出してみませんか・・・。 



  

                               『夏休み』 

もうすぐ夏休み、どんなに年齢を重ねても夏休みの思い出は忘れられません。田舎の祖父や祖母の家に行

くと必ず出されたカルピス。少し薄めのカルピス。時には小さな蟻が泳いでいました。子供ながらにそれでも

『おいしい』と言っていました。祖母から小遣いをもらいアイスクリームを買いに行きました。いつも買うのは『ボ

ンボン』という名の卵の形をしたアイスキャンデーでした。食べるものと言えば、昼は決まって冷やしソーメン、

そして夜は黄色いカレーライス。寝るときは布団の上は蚊帳で覆われました。今時、蚊帳なんて使われてい

るのでしょうか？パンツとランニングシャツ１枚で１日中遊び回り真っ黒に日焼けした頃を思い出します。大学

浪人中の夏休み、毎日が勉強漬け、天神の親不孝通りを歩いて帰ると大学生や社会人になった同級生達

によく会いました。みんな夏休みを満喫してました。少しだけ哀しい気持ちになりました。そんなある帰り道、

予備校の友だちと『おい、小さな夏休みしようか！』と言って、天神の屋台に入ったのを覚えています。当

然、お金なんてもっていません。それぞれが小銭を出し合い、一番安い食べ物を注文したものです。でも二

人で将来に向けたでっかい夢を語り合いました。楽しいひとときでした。すると屋台の人が『これ、あちらのお

客さんから・・』と言って、その店で一番高い値段の『もも焼き』を戴きました。その全く知らないおじさんに御

礼を言うと『あんたたち浪人生？人生は山有り谷有り！でも腐ったらいかんよ！どんな時でも夢だけは忘れ

ずに生きていかなね！さっきからあんた達の話聞きながら、こっちの方が元気もらったよ！あるがとう』と言っ

て去っていかれました。一生忘れることの出来ない夏休みの思い出です・・・。夏休み、もう目の前です！ 
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